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lシアル酸即etLAc)の複合糖質中での立体配座や運動性を調べる目的で[3-13C,9･
19町NeuAcを合成し､糖タンパク中の糖鎖に組み込む手法が報告されている 1)｡
これに関して我々は､より効率的にNeuAc9位の13C標識化及びアナログ化をも
可能にする手法を考案し､【3,9-13q-NeuAcやその誘導体を合成したことを報告し
た21｡本発表ではこれらの知見を基にNeuAc類縁体であるKDNを含む複合糖質
の棟能解明を目的とし､【3,9-13q-RI)Nおよびその誘導体の効率的合成法の検討を
行うとともに､表題二糖の合成について検討したので報告する｡
2,3.D-マンノースから4工程で5を得､次いでL3Cでラベル化したWltdg試薬を
用いて増炭し6とした後､mCPBAを用いてDマンノ型エポキシ体7､i-グロ型エ
ポキシ体11へと導いたoさらにそれぞれのエポキシ環を開裂させてジオール体8,12
へと導き､脱保護を行い､D-マンノース､i-グロースのL3C標識体9､13を合成し
た｡これらをそれぞれシアル酸アルドラーゼ存在下､〔3-uC]-ど)I,ビン酸ナトリウ
ムと反応させ､標識化したEI)NIO及びその8-エビマ-14を合成した.さらに10
を骨法に従い糖供与体 17とした後､3位のみ遊離なガラクトース18とグリコシ
ル化反応を行い.脱保護を経て1へと導いた｡
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